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2004年７月１７日(土） ディナー／６:30p.m.～

コンサート／７:５０p.m.～

囚
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<受付時間／10:OOa.m,～7:00p.m.〉

しなやかな感'性、あふれだす』情熱。

シ

尚子寺井

※ご案内の料金には､一泊謹料､朝食､税･サービス料が含まれております。

一

h伽:"wwwも他be・hoteIoku眉.ＣＯ・炉
■

Ｉ

電ン

Ｉ

電ン

サマーテ，７'ナー＆コンサー

デイナーショーご利用のお客様に特別宿泊プランをご用意いたしました

人気《ﾉ１６３７ジャズ･ヴァイオリニスト寺井尚子

優雅さと躍動感が融合する感性豊かな演奏を

夏の彩り豊かなデイナーコースとともにこころゆくまでお』愉しみください

囚

ご予約.お問い合わせ（078)333-3533
■ホテルホームページにてオンライン予約も承っております。

〒650-856O神戸市中央Iﾇ藩11-埠町2番1号1且.(078)333.0111

会場／１階｢平安の間」※会場内は､全席禁煙とさせていただきます．

料金/お一人様¥18,000

剛ﾛﾉ曲ルl'Ｋ"ﾉ1肋附J耐A『""dｚ

ホテルォーグラ禅ﾘEデ

今
お‐人嫌お一人様お一人撤

ﾂｲﾝ￥14,000トリプル￥１０，５００シングル￥17,850

弓=ケ､ソ|､器潰瑞祢脚
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住吉本町

一一

一宇蚕室一宇蚕室

一
驚
一
驚

趣
一
蛇

JR神戸線｢住吉｣駅徒歩7分
大阪へ18分｡三ﾉ宮へ7分。
※快速利用蝋快速利用

阪急神戸線｢御影｣駅徒歩10分

写真で紹介しているのは､「ザ･ハウス住吉本町』の

オーダーメイドコーディネート･モデルルーム｡これは､ア

ルフレックスが､住空間をトータルにコーディネートした

日本初となる"アルフレックス･コラポレートモデルルー

ム"です｡真に豊かに暮らすための"間，を重視し､さ

らにディテールにいたるまで人の手の丹精を加え､本

当に良いものだけを選び抜き､そこに置く｡その空間

コンセプトは､この地からはじまった阪神間モダニズム

の心とも通底します。

一

一

産

一

一

産

熱||「熱||「 －－
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Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｅｄ，

水罰掴
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按

、霞…。群．、coordinatedbyarfleX
ﾘピﾝグ･グｲﾆﾝグl35SlTYPE蝋l35Slﾀｲブはｵー ダー ﾒｲド(有価)によるものであり､
朗奴や鮫帥士の馴函､あります｡なお.窪J(･ｶー ﾃﾝ等は甑兜価格に蔀ｵどておりません画(平成16年１，撮影】
張掲載の壕Ｊ４はﾓデﾙﾙー ﾑを1,彫したものと現地から蝿影した写典を合成したものであり､実孫の見え方とは異なります｡

ｗｗｗ,kobe-sllmiyoshiocom
免詐(10)第1370号･(社)不動産協会会員･〈社)首都圏不動産公正取引協繊会加盟〕〒650.0011大阪市西区阿波座１丁目4番4号(野

村不動産四ﾂ橘ビﾙ15階)フリー封ヤル.O120LO66538､新星和不動産株式会社〔国土交通大臣免許(12>第165号(社)不動産協会会貝
〕〒530.0047大阪市北区西天満5丁目6番4号(SNビﾙ)TEL“6311-66弱(代)ｅデザイン監修/株式会社内井建築設計邪務所⑧設計・
施工〆株式会社竹中工務店⑥管理会社／野村ﾘピﾝグサポート株式会社④手付金等の保全措置／不動産信用保証材式会社③建錐碓
融番号〆弗NT15-l378号(平成15年11月7日)⑦販売価格(税込)／5,290万円(１戸)～１１‘870万円(1戸)⑫餓多販売価格帯(税込)／
5‘300万円台(3戸)燕販兜戸数は未定､ヂー ﾀは今後販売する全住戸のものを表示｡確定憶報は､新規分誠広告にて明示いたしますロ

、詫差く売主＞ 願莱主く売主＞

ハグ頚噸諜夢篭和不動産
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国室』

日本を牽引した財界人｡文化人にこよなく愛された邸宅街､観音林･反高林｡その一画､南に公園を抱く住吉川河畔に。

いよいよ最終期、モデルルームオープン。
国建築概嬰⑤塙称／ザ･ﾊｳｽ住吉本町、所在地／兵服県神戸市東瀧区住吉町字反向林｣876瀞37他2談〈仮換地:東灘山手地区土地区画雅理事業区域内中央工区103街区1,2)予定住居表示:神戸市東灘区住吉本町三丁Ｈ１
稀(以下未定)③交通./JR神戸線｢住吉｣駅徒歩7分､阪急神戸線｢御影｣駅徒歩１０分⑨総戸数／129戸、第２期販売戸数／未定、肱地面制／8,076”㎡(建錐確認申請面祇>●分誠後の権利形態／各戸専右面祇割合による所右
権の共有⑤建築面積／3,094.58㎡(建築硫腿''1臆面菰)●延床而澗／20,2543‘1㎡(建築確認''1筋面祇)⑨柳進･規模／鉄筋ｺﾝｸﾘーﾄ起也下2階･地上5階建②Ⅲ取／3LDK‘4LDK④専有而祇／8268㎡(2戸)～12595㎡(2戸）
④バルコニー面秋／12.13㎡～20.46㎡②駐叩珊／116台(抗貸)来客用1台含む､使用料(月額)／16,000円～26,000円③駐輪腸/'187台(貨貸)､使用料(月額)／200円③パｲｸ職場／18台〔批貸)､使用料(月額)./2.000円③管理
形態／区分所有者全員に管理組合を結成していただき､笹理会社に愛託していただきます⑯祷理郷月額)／17,900円～27,200円③修繕訓立金(月額)／5,200円-76800円⑲修耕祇立一時金(一括)／537.000円～816,000円⑲符
理準術金／71,600円～108,800円④建物竣工時期／平成17年１月下旬予定⑤入居時期／平成17年３月下旬予定③第２期分餓ＩＩＩｌ始時期／平成16年６月下旬予定、邪業主(売主)〆野村不動産株式会社大阪支店〔園-1-密通大臣

く予告広告>販売開始までは､契約または予約等には､一切応じられませんのであらかじめご了承ください。

＜ザ･ﾊｳｽ住吉本町ｲﾝﾌｫﾒーｼｮﾝｻﾛﾝ>函0120-225-025営業時間午前10時～午後6時毎週水曜日定休
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わ
が
家
の
窓
辺
に
海
と
空
の
一
大
パ

ノ
ラ
マ
を
臨
む
「
ア
ン
ベ
ェ
ル
ビ
ュ
ー

須
磨
」
の
暮
ら
し
に
は
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
時
の
流
れ
と
生
涯
に
わ
た
っ
て
天

球
と
一
体
と
な
る
風
景
が
い
つ
も
あ
る
。

都
市
に
生
き
る
か
ら
こ
そ
、
ス
ロ
ー
ラ

イ
フ
を
か
な
え
る
住
ま
い
を
選
び
た
い
。

こ
こ
は
ア
ー
バ
ニ
ス
ト
が
魂
を
蘇
ら
せ

る
特
別
な
場
所
で
あ
る
。

海
と
空
の
開
放
感
に
満
ち
た
住
環
境
が
人
気
の
須

磨
エ
リ
ア
。
眼
前
に
大
海
原
を
臨
む
海
沿
い
の
丘

陵
地
は
、
都
心
と
の
程
よ
い
別
離
を
感
じ
さ
せ
て

く
れ
る
。
『
ア
ン
ベ
ェ
ル
ピ
ュ
ー
須
磨
』
は
、
都
市

へ
の
利
便
ア
ク
セ
ス
を
か
な
え
な
が
ら
日
常
に
リ

ゾ
ー
ト
を
感
じ
る
気
分
が
味
わ
え
る
空
間
な
の
だ
。

u職Xu°

釧
議
藤
瞬
潔

一
』
ｑ

圭
一

『
串
部

’
ｱﾝべ員ルビ
須隆膳

ユ

窓
辺
に
は
須
磨
の
海
と
空
、
天
球
を
抱
く
パ
ノ
ラ
マ
ラ
イ
フ
。
こ
こ
は
ア
ー
バ
ニ
ス
ト
達
の
心
の
聖
域

輔
北
峰
澱
柵
袖
総
繊
剛
紬
挑
舗
撫
撫
洲
鞭
匪
哩
戒

。
巳
’
一
。
●
。
ｌ
●
：
’
．
。
ｂ
９
１
１
ロ
ロ

最
上
階
の
部
屋
に
案
内
さ
れ
、
メ
ゾ

ネ
ッ
ト
タ
イ
プ
の
階
段
を
登
る
と
、
そ

こ
に
は
真
っ
青
な
海
が
一
面
に
広
が
っ

て
い
た
。
さ
ら
に
バ
ル
コ
ニ
ー
へ
出
る

と
水
平
線
が
見
え
、
ま
る
で
リ
ゾ
ー
ト

地
に
い
る
か
の
よ
う
な
ゆ
っ
た
り
と
し

た
時
間
が
流
れ
る
。
と
て
も
落
ち
着
く

空
間
だ
。
ど
の
部
屋
か
ら
も
海
が
眺
め

ら
れ
る
設
計
で
、
海
だ
け
で
な
く
山
、

そ
し
て
遠
く
に
見
え
る
神
戸
の
夜
景
な

ど
、
次
々
と
表
情
を
変
え
る
景
色
が
楽

し
め
る
。
須
磨
の
海
岸
か
ら
ひ
と
き
わ

映
え
る
件
ま
い
。
こ
こ
に
は
生
涯
に
わ

た
っ
て
陽
光
と
爽
や
か
な
風
を
感
じ
ら

れ
る
暮
ら
し
が
存
在
し
て
い
る
。

美
し
い
オ
ー
シ
ャ
ン
ピ
ュ
－
が
眼
前

に
広
が
る
７
階
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー

は
、
床
に
じ
ゅ
う
た
ん
を
施
し
ソ
フ
ァ

を
設
け
た
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー

の
よ
う
な
空
間
だ
。
そ
し
て
共
用
廊
下

は
ホ
テ
ル
に
住
ま
う
よ
う
な
高
級
感
を

醸
し
出
す
、
屋
内
の
内
廊
下
式
。
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
か
ら
各
住
戸
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
に
も
ス
テ
イ
タ
ス
を
演
出
し
て
い
る
。

、
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RＥＳＯＲＴＳＴＵＭＡ
かけがえのない家族との未来のために､選びたい住まいがありますb

lD4LDK弗皿｜雲騨”|獄f1WL黒：鰹蒜王輔列鯛鰯｝

弓

Ｒ
生活空間而秋

198.60㎡
（60.07坪）
120.52㎡馴努駕柵'縦:鰯，
(36.45坪）⑨専畑ポーチ而菰／3“㎡(092坪）

ジ
ゲ

nGHz配

７

現地同辺鮮細図’

ﾘー

すべての部屋から至極の最観を見渡す眺望と空間の美。

ﾒヅﾈｯﾄﾀｲブでゆとり溢れる馨らしを柵喫。

●全居室に光を採り込む独立感あふれる2階建て戸建感覚の4LDKﾒヅｯﾄﾀｲブ。⑮約
5.2帖のキッチンにはヂｽｸ付の家事室とルーフテラスヘの勝手口を配世。③玄関のｸﾛー
ｸ、廊下の収納、各洋室のｸﾛｰぜｯ1,など収納を充実。●上階部分はルーフﾃﾗｽが
居室全体を包み込み開放感をもたらします。

主
要
駅
に
直
通
の
鉄
道
、
国
道
２
号
線
沿
い
の
好
ア
ク
セ
ス
。

回
山
陽
電
鉄
本
線
「
山
陽
須
磨
」
駅
徒
歩
６
分
（
特
急
停
車
駅
）

■
Ｊ
Ｒ
神
戸
線
「
須
磨
」
駅
徒
歩
７
分
（
快
速
停
車
駅
）

P

霊
ﾐゴ謹詞諏

耳

ｇｃ･ＣＤ・】P

おlⅢい合わせは

癖0120-403-573

唄巣室(売主）

必ずご予約の上､お越しください。
賭《挑帯電話･PHSからもご利用いただけます。

…唾哩沃仙豊*壬ｴ唖ﾊ匡耐M*.I。』讃M“ｗ一…禾宇防側TいｆＭ顕眠百ノ兵奴県知事(3)第9998号（社)全国宅地腿物取引業協会会風一級迩築士1F砺所
宅地堕柚取引糞〈兵血眼伺事(12)扇925勘

⑳繍蕊蕊器醗店篇篇1J駕蛎霧蕊撫蕊畷;研究室
TELD7B577も2031ＦＡＸ078.57S3773 TELO78s21-7885(代）http:"www,mans1oncIub､ＣＯｲpTELO7Ba33013BFAX・O7B3330238

hTtp:ﾉﾉｗｗｗ,ｍｕｒａｋａｍＬ配.ＣＤ．

声．

インターネットでも群Ｌい慨,脇をご覧ぃただl振堂ず

圏合Ⅲ箇蔑侭十”i犬臣院可(特･13】iWI1蜘号）-趣蝶亭罷所〈《榊漉164号）
宅地堕狗取引糞〈兵皿肌伺駆〔12】扇925号〉

Ｅ浬渠阪璽③名称／アンベエルビユー須暦ｅ所在地／神戸7彫河咽区潮見台町5丁目1-30②巧園／

山阿耐鉄本線r山隠須庖｣駅徒歩6分･JR神戸配『須磨｣駅徒歩７分③地域･地区/踊一Ⅶ中高履律房
専用地域･第３種高度地区ｅ地目/宅地，山林⑨私刑団担の有荊/有⑥皿ぺい率／６０恥⑪盲覆率/1
50艶④敷地面漬／1‘378.78㎡⑧建錘同潤/700.54㎡③建隻延床面楓／3,368.501Tf③禍造･規模／鉄

筋コンクリート造地上9昭迩②鹿戸数／24戸⑤販売戸致／2戸③非分、／4戸ｅ住居専有面積／88.92

姉．120.52㎡Ｏ専用ポーチ面W1／3.ﾛ6㎡･8.82,1●バルコニー面Ｆ１／4.20㎡･5.57町'＠ルーフテラス

面WH／28.80㎡･61.60㎡eｻー ｽバルコニー面WI／9.22ｍ③間取り／3LDK･4LDK⑪販売而桧/
4.280万円(3LDK)･6,380万円(4LDK)②管理形胆/入居者により衝理組合左諮竹|,ていた肥き､管
揮今汁との間疋管E唾舵契約を締結していにだきます.④理築砿毘番号／第SN101.04561号④駐

軍埋／24台⑪自転車厘堀/24台⑪ﾐﾆパｲｸ腫堀/13台⑨竣諺斉・即入居可＠分服役の枢利形態/
敗地は専有面澗持分割合による所有権のｦ毎訂.建物は区分所有①手付金蓉俣罰剛而/西日本件享毒
第信用保厘鰯会③馴案主(売主)／株式会#iﾎｵﾄー T籍店⑨設計･監理/#声結合汁諮盲本浮皿築研究室
e施工／野村建設工業ｷﾖ詞6会社､管理今朴/E壷不動琵窪物サービス樹試会心+③販売提１月(代理）
／信和住宅販売#海E会社③広告有効期限／平成16年７月末日

Z詞4呼撹ｑＮ理） 歯計･監盃
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話題のひろば

８

閉
年
に
発
足
し
た
田
崎
真
珠

女
子
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
は
今
シ
ー

ズ
ン
、
日
本
女
子
サ
ッ
ヵ
ー
リ
ー

グ
・
全
日
本
選
手
権
・
第
詔
回

国
民
体
育
大
会
の
優
勝
で
３
冠

を
達
成
し
た
。
チ
ー
ム
名
も
４

月
か
ら
「
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
ペ
ル
ー

レ
Ｆ
Ｃ
」
と
改
め
、
世
界
で
戦

え
る
チ
ー
ム
を
目
指
し
躍
進
す

る
。
Ｄ
Ｆ
磯
崎
浩
美
、
Ｍ
Ｆ
山
本

絵
美
、
Ｍ
Ｆ
川
上
直
子
、
Ｆ
Ｗ

大
谷
未
央
、
Ｍ
Ｆ
柳
田
美
幸
の

５
名
の
選
手
は
、
女
子
サ
ッ
カ
ー

日
本
代
表
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
り
、

４
月
型
日
『
Ａ
Ｆ
Ｃ
女
子
サ
ッ

カ
ー
予
選
大
会
２
０
０
４
』
の

準
決
勝
で
は
、
大
谷
選
手
の
ゴ
ー

ル
な
ど
で
３
点
を
奪
い
３
１
０

（
前
半
２
１
０
）
で
Ａ
組
１
位

の
北
朝
鮮
女
子
代
表
を
下
し
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
権
を
獲
得

詞
し
た
。

煙
日
本
女
子
代
表
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ぽ
ク
出
場
は
卵
年
の
ア
ト
ラ
ン
タ

鶴
大
会
以
来
、
２
大
会
ぶ
り
２
度

燕
目
の
出
場
。
６
月
と
７
月
に
は

国
国
内
で
の
強
化
合
宿
が
実
施
さ

誌
れ
、
７
月
末
に
は
壮
行
試
合
が

謹
予
定
さ
れ
て
い
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

カ”
ク
前
の
８
月
１
日
か
ら
は
、
欧

毒
州
で
の
直
前
合
宿
が
行
な
わ
れ
、

恥
ア
テ
ネ
で
の
活
躍
が
期
待
で
き

座
る
。
素
晴
ら
し
い
プ
レ
ー
と
堂
々

５鐸
の
戦
い
ぶ
り
が
楽
し
み
だ
。

話題のひろば

Ｔ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
ペ
ル
ー
レ
Ｆ
Ｃ

お
め
で
と
う
！
３
冠
達
成

ア
テ
ネ
へ
キ
ッ
ク
・
オ
フ
！
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、神戸地方裁判所昭和61年撮影(1986）

ＳＥＣＯＺＶＤＣＯＩ/盃IＲ

これは神戸を愛する人々の手帖です

あなたのくらしに楽しい夢をおくる

神戸を訪れる人に楽しい道しるべ

これは神戸っ子の心の手帖です。

紐'

撮影／米田定蔵
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龍20回公演｢笑う女」団ピｯｺﾛｼｱﾀー 中ﾎー ﾙ／７月１日(木)～11日(日)14公演
融桐守到鳴小朗唱/７月15日(木)～18日(日)5公演
四今騨旨定一般3500円･中高生p0nO回お問合せ／ピﾂｺﾛｼｱﾀー 鵬．6426-1940.8088

,亀

吉江麻樹
<兵庫県立ピッコロ劇団員＞

－素直な感ｊＩＺｔで
大きな感動を一

Ｗ

１

１

伽
蝋
磯
Ⅷ
撫
鵬
剛
紬
郷
細
郷
抑
卿
坤
班
銅

さ
ら
に
今
秋
に
は
、
全
国
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で

１
１
２
５
名
の
中
か
ら
選
ば
れ
「
天
の
煙
」
（
松

田
正
隆
作
／
平
田
オ
リ
ザ
演
出
）
に
も
出
演
。
今

は
佃
周
年
記
念
公
演
に
な
る
「
笑
う
女
」
の
稽
古

の
真
最
中
、
芝
居
に
の
め
り
こ
む
日
々
を
過
ご
す
。

こ
の
話
題
作
「
笑
う
女
」
は
、
関
西
気
鋭
の
劇

作
家
、
内
藤
裕
敬
・
鈴
江
俊
郎
・
森
万
紀
の
３

人
に
、
ベ
テ
ラ
ン
演
出
家
・
藤
原
新
平
が
加
わ
り
、

舞
台
美
術
家
・
加
藤
登
美
子
が
創
る
ひ
と
つ
の
空

間
を
共
有
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
異
な
る
「
女
」

を
表
現
す
る
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
の
３
つ
の
物
語
で
、

新
た
な
第
４
の
世
界
が
透
け
て
見
え
る
よ
う
な
展

開
に
な
っ
て
お
り
、
今
回
は
彼
女
が
ど
ん
な
「
女
」

を
見
せ
て
く
れ
る
の
か
、
た
い
へ
ん
楽
し
み
に
期

待
し
て
い
る
。
〈
山
本
〉

－

‐
ｒ
ｉ

ｒ
Ｉ

1０

全
国
初
の
県
立
劇
団
と
し
て
創
立
し
た
ピ
ッ
コ

ロ
劇
団
も
今
年
で
個
周
年
を
迎
え
、
昨
年
は
シ
ア

ト
ル
公
演
や
ロ
シ
ア
人
演
出
家
Ｖ
・
ベ
リ
ャ
コ
ー

ヴ
イ
チ
氏
に
よ
る
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
の
上
演
な
ど

新
し
い
挑
戦
が
め
ざ
ま
し
い
。

才
能
あ
る
劇
団
員
が
伸
び
て
い
く
中
に
あ
り
、

吉
江
麻
樹
の
俳
優
と
し
て
の
存
在
は
ひ
と
き
は
異

彩
を
放
っ
て
い
る
。
神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学
在

学
中
、
演
劇
サ
ー
ク
ル
の
舞
台
に
初
め
て
立
っ
た

時
、
彼
女
の
芝
居
ど
こ
ろ
に
火
が
つ
い
て
、
演
じ

る
こ
と
へ
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
て
し
ま
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
に
入
団
し
て
７
年
目
。

昨
年
秋
に
出
演
し
た
、
ひ
ょ
う
ご
舞
台
芸
術
第
詔

回
公
演
「
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
」
で
の
マ
リ
ア

役
は
好
評
を
博
し
、
ベ
テ
ラ
ン
俳
優
陣
と
の
堂
々

の
共
演
を
は
た
し
た
。賀１

司言Ｌ酔い
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Ⅱ

巾

戸
田
ｊ

』

』

司

卓

。
■

、

ＣＣ

〃

、

竃、

姑

創 太郎
<ミュージシャン＞

一三ノ宮駅中央口
からの歌声一

、

､&、
G画き

大
学
時
代
に
ギ
タ
ー
を
買
い
、
歌
い
始
め
た
。

長
洲
剛
の
歌
を
聴
き
、
感
動
し
た
こ
と
が
き
っ
か

け
。
メ
ガ
ネ
店
で
働
き
な
が
ら
、
Ｊ
Ｒ
三
ノ
宮
駅

中
央
ロ
北
側
で
、
４
年
あ
ま
り
路
上
ラ
イ
ブ
を
行

な
っ
て
い
た
。
路
上
で
歌
い
続
け
る
う
ち
に
フ
ァ

ン
も
増
え
は
じ
め
、
一
昨
年
、
つ
い
に
仕
事
を
や

め
、
東
京
に
出
た
。
吉
祥
寺
等
で
路
上
ラ
イ
ブ
を

続
け
て
い
る
う
ち
、
ラ
ジ
オ
や
新
聞
な
ど
の
取
材

を
受
け
、
徐
々
に
注
目
を
集
め
始
め
て
い
る
。
「
大

き
な
メ
デ
ィ
ア
に
出
会
う
き
っ
か
け
も
多
い
で
す

か
ら
、
チ
ャ
ン
ス
は
広
が
り
ま
し
た
」
と
本
人
は

話
す
が
、
何
よ
り
も
そ
の
実
力
の
あ
る
歌
声
に
魅

了
さ
れ
る
フ
ァ
ン
も
多
い
の
だ
ろ
う
。
神
戸
で
も
、

ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
や
路
上
で
自
分
で
録
音
し
た
テ
ー

プ
を
売
っ
て
い
た
が
、
今
年
５
月
蕊
念
願
の
フ
ァ
ー

ス
ト
シ
ン
グ
ル
「
最
後
の
恋
』
を
リ
リ
ー
ス
し
た
。

,４

熟
●

』

１

Ｅ』Pｊ
Ｗ

。

。
『
Ｉ

ｊ“
“
蹄
酪
所
払
却
却
岬
Ⅶ

Ｍ

Ｃ
Ｄ
発
売
を
記
念
し
、
７
月
９
日
神
戸
の
ラ
イ
ブ

ハ
ウ
ス
「
、
ｇ
六
ｍ
の
異
」
で
ラ
イ
ブ
を
開
催
す
る
。

「
今
回
の
歌
は
、
東
京
に
出
て
こ
な
け
れ
ば
書
け
な

か
っ
た
詞
で
し
た
。
神
戸
の
人
に
も
、
ぜ
ひ
聴
い
録

て
も
ら
い
た
い
で
す
」
。
湾

い
つ
か
ラ
イ
ブ
に
神
戸
の
人
を
招
待
し
た
い
、
認

と
い
う
の
が
創
太
郎
の
ひ
と
つ
の
夢
。
「
路
上
で
歌
っ
、

て
い
た
時
代
の
フ
ア
ン
に
支
え
て
も
ら
っ
た
、
そ
恥

の
力
は
大
き
い
で
す
。
東
京
で
大
き
な
会
場
で
ラ
伽
中

州
》
》
葎
韮
畦
酔
幅
罪
睡
弗
妹
》
》
》
》
》
睦
睡
恥
惰

は
、
聴
く
者
の
背
中
を
押
し
て
く
れ
る
よ
う
な
勇
奇
剛

気
を
与
え
て
く
れ
る
。
実
際
、
フ
ァ
ン
の
中
に
は
、
卸
手

錯
Ⅷ
弘
雫
諦
誇
峠
鐸
蝿
癖
雑
噸
悉
癖
潅
樗
叩
識
》
鉾
》
》

ＦＩ

ｄ

■

”
一

脚
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墓蕊蕪
庇昌建、

↑４月25日金鈴会が神戸国際会館こぐさいホールで開かれ、
若柳吉金吾師が｢京鹿子娘道成寺｣全幕に挑んだ。

〆〆〆〆〆戸〆〆
L”吟､し弓r雪N朝L毎

忌留
いけ肋ｲﾝﾀー ﾅｼｮﾅﾙ
↓第３１回いけばなｲﾝﾀー ﾅｼｮﾅﾙ神戸支部花展が｢神
戸の街･花あそび｣をﾃー ﾏに原田の森キｬﾗﾘー で。

P~

舎

唖』
ｆ

遥
哩 職

唇
■

躍講
母
置

;Ｎ 頚凄、

で言

#§

婁迩｢躯

i璽
垂

灘欝
聖霊ヨ

■剛
勾
〕
》
》
》
咽
一
四

２
０
０
４
イ
ン
フ
ィ
オ
ラ
ー
タ
北
野

↑
↑
５
月
１
日
よ
り
北
野
坂
・
北
野
町
広
場
を
舞
台
に
「
イ
ン
フ
ィ
オ
ラ
ー
タ
こ
う
べ
２
０
０
４
北

野
」
が
開
催
さ
れ
た
．
公
募
さ
れ
た
イ
ラ
ス
ト
を
も
と
に
し
た
美
し
い
驚
梶
北
野
町
も
い
っ
そ
う

請
い
だ
空
気
に
包
ま
れ
た
．

』
同彰

F

型

ＩＩ

2004ﾌﾗﾜーﾌｪｽﾃｲパﾙ
プﾘﾝｾｽ｣選考会が｡3人のブﾘﾝｾｽが決定‘，
↑↓４月29日みどりの日に､加西のﾌﾗﾜー ｾﾝﾀー で12004ﾌﾗﾜー

一
一〆１ ａＫ

蝿

孝匡＝＝厚＝竜一丙壷ニーーユ壱一

Ｉ

鎖鍵
談’

で＝

j画旦１
１

で＝

j画旦１
１

王君

輔鰹

七つの風展
↓王子市民ギｬﾗﾘー において､石野属･永辰兆子･岡野安佐･古
谷晃子･昇請F澄子･半田容子･和田龍郎7名の作家たちの展覧会。
５月4日～9日。

弓.

↑
神
戸
港
の
繁
栄
を
祈
る
刀
献
式
が
、

５
月
桝
日
海
洋
博
物
館
で
。
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↑
雨
に
も
負
け
ず
！
第
鋼
回
「
神
戸
ま
つ
り
」
が
鱈
５
月
お
日
～
把
日
に
開
催
。
把
日
の
メ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
お
ま
つ
り
パ
レ
ｉ
ド
は
、

あ
い
に
く
の
雨
の
中
、
各
団
体
が
元
気
よ
く
パ
レ
ー
ド
。

誌唾至一

「
窯
謂
権

穂も： 第
剥
回
神
戸
ま
つ
り

神
戸
国
際
宝
飾
展

↓
神
戸
国
際
宝
飾
展
が
５
月
焔
日
～
柘
日
、
神
戸
国
際
展
示
場
で
開
催
。
過
去
最
多
の

４
５
０
社
が
出
展
し
、
多
く
の
関
係
者
が
夏
向
け
の
パ
ー
ル
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
を
買
い
付
け
に

訪
れ
た
。

●
コ
ウ
ベ
ス
ナ
ッ

零謡
雛:鱗&

測

鷺垂

４
０

１
藍
１

窪
皇,

プ

Ｉ
品
■

Ｉ
品
■一蹴i纏藍

月刊神戸つ

＝

雛‘

r三」

Ｉ

鶴

弓Ｌ

畔
》
索
言
挫謙
一

雷

↓
鯉
川
の
カ
フ
ェ
「
プ
ラ
ネ
ッ
ッ
」
で
ギ
タ
リ
ス
ト
・
黄
金
井
佑

さ
ん
の
ラ
イ
ブ
が
開
催
さ
れ
た
。
お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
で
の
身

近
な
ラ
イ
ブ
に
、
観
客
も
酔
い
し
れ
た
・
写
真
は
黄
金
井
さ

ん
と
、
プ
ラ
ネ
ッ
ッ
オ
ー
ナ
ー
・
千
寿
慧
さ
ん
（
右
）
、
白
川
亜

樹
さ
ん
。

二
杉
谷
隆
志
水
墨
画
展
」
が
原
田
の
森
ギ
ャ

ラ
リ
Ｉ
で
。
神
戸
出
身
の
杉
谷
師
が
中
国

と
日
本
の
水
墨
画
を
雄
津
に
。

ｋ『 ９
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●ある集い●元町シスターズ

南■■

１
３
０
年
の
歴
史
と
と
も
に

元
町
商
店
街
を
歌
で
彩
る

３
０
Ｏ
あ
ま
り
の
店
が
軒
を
つ
ら
ね
る
神

戸
元
町
商
店
街
で
、
元
町
婦
人
部
と
し
て
何

を
な
す
べ
き
か
皆
で
話
し
合
い
、
元
町
商
店

街
の
活
性
化
の
一
部
と
、
音
楽
を
通
し
て
婦

人
部
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
に
、
童
謡
・
唱

歌
を
主
体
と
し
た
コ
ー
ラ
ス
隊
を
結
成
し
ま

し
た
。
歌
指
導
に
小
林
陽
子
先
生
、
ピ
ア
ノ

伴
奏
に
佐
野
百
合
子
先
生
を
お
迎
え
し
て
、

月
１
回
、
楽
し
い
練
習
の
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
学
生
の
こ
ろ
、
よ
く
歌
わ
れ
て
い
る

せ
い
か
、
意
気
が
合
っ
て
美
し
い
声
で
、
昔

な
つ
か
し
い
童
謡
を
歌
い
、
素
朴
で
純
粋
な

心
を
と
り
戻
し
て
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ
を
歌
い

続
け
、
１
３
０
年
の
歴
史
と
と
も
に
永
続
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

神
戸
元
町
商
店
街
が
主
催
す
る
「
元
町
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
ウ
ィ
ー
ク
」
の
開
会
式
で
は
、

わ
ず
か
２
回
の
練
習
な
が
ら
、
そ
の
成
果
を

披
露
す
る
と
い
う
機
会
に
恵
ま
れ
、
各
新
聞

で
取
り
上
げ
ら
れ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
報
道
番
組
の
生

出
演
で
、
メ
ン
バ
ー
は
釦
人
近
く
ふ
く
ら
み

ま
し
た
。

平
成
旧
年
５
月
、
元
町
は
１
３
０
周
年
を

迎
え
、
よ
り
豊
か
に
、
予
定
さ
れ
て
い
る
さ

さ
や
か
な
セ
レ
モ
ニ
ー
の
舞
台
で
、
池
宮
正

信
先
生
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
・
ア
メ
リ
カ

音
楽
ラ
グ
タ
イ
ム
の
ト
ッ
プ
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

に
『
私
の
好
き
な
元
町
』
と
い
う
歌
を
作
詞
・

作
曲
し
て
い
た
だ
き
、
池
宮
先
生
が
伴
奏
し
、

シ
ス
タ
ー
ズ
が
合
唱
で
き
る
と
い
う
喜
び
を
、

今
か
み
し
め
て
い
ま
す
。
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●ある集い●「花とみどりの回廊

〔
問
合
せ
先
】

神
戸
市
建
設
局
公
園
砂
防
部
計
画
課

盃
０
７
８
１
３
２
２
１
５
４
２
２

誰
も
が
訪
れ
た
く
な
る
ま
ち
、
住
み
た
く

な
る
ま
ち
「
美
し
い
ま
ち
神
戸
」
を
め
ざ
し

て
、
花
や
み
ど
り
を
き
っ
か
け
に
、
ま
ち
全

体
を
美
し
く
す
る
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、

神
戸
の
都
心
地
域
（
三
宮
駅
周
辺
～
元
町
駅

周
辺
～
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
）
の
洞
地
区
の
代

表
者
に
よ
る
懇
談
会
を
昨
年
か
ら
開
催
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
、
２
０
０
１
年
に
行
わ
れ
た
神
戸
四

世
紀
・
復
興
記
念
事
業
の
際
、
「
花
の
回
廊
」

と
し
て
、
市
街
地
中
心
部
を
市
民
の
参
画
を

得
て
、
花
で
飾
っ
た
、
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

へ
の
取
り
組
み
を
継
承
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
懇
談
会
で
は
、
世
界
的
な
建
築
家
の

安
藤
忠
雄
氏
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
お
迎

え
し
、
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
提
言
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色
を

生
か
し
た
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
議

論
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
各
地
域
の
現
状
・
今
後
の
取
り

組
み
な
ど
を
話
し
合
い
、
情
報
交
換
や
現
地

視
察
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
地
域
の
個
性
に
あ
っ
た
魅
力
あ

る
花
と
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
検
討

し
た
り
、
具
体
的
な
飾
花
活
動
や
美
化
活
動

を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

､＝ア

一

ｌｉ

Ｌ

■

江

説

花
や
み
ど
り
を
き
っ
か
け
に

誰
も
が
訪
れ
た
く
な
る
ま
ち
に
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これでもりっばなフラミンゴです！
神戸市立王子動物園４月中旬～５月中旬にふ化

今年もフラミンゴのヒナが４月頃から誕生しはじめました。毎年
10羽～20羽ふ化します。当圃のフラミンゴの種類は、ベニイロ

フラミンゴとヨーロッパフラミンゴの2種で、産卵してから28日～２９

日間卵をあたためます。生まれた時から1ヶ月は親のそのうと呼ば
れるところから分泌されるフラミンゴﾐﾙｸをもらっています。

その後3ケ月～4ケ月で大人の大きさになり羽の色がキレイになる

のは4年～5年かかります。寿命は30年～40年です。当園では
ないですが記録では50年近く生存した例があります。

ＩＦ

遡固鐘一厚一図恩１

堂j鍵噌
飼育員吉竹渡さん
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６４対談／玉岡かおるのお茶でも飲みますか？①／石阪春生と語る

７２インタビュー／加藤南下

７６でん太の教えてドクター⑨／足立優

７８プロフェッサーＰの研究室／岡田淳

８０神戸のアーバンデザイン／吉川健一郎

８１神戸のモダンリビング／野崎留美

８２インタビュー／松永光紗

８４次代を創る神戸のニューリーダー⑳／浅木雄三

８８話題のひろば９Ｚひょうごウオーク

９４有馬歳時記

９８ミセスグリーンを知りませんか？⑥／谷口良平

100ぴっといん１０２イベントスケジュール

１０４ポケットジャーナル１０８海・船・港④／上川庄二郎

110北斎ミステリー⑰／中右瑛

１１２みだら夜話⑰／浅黄斑・え／犬童徹

114コーヒーカップの耳⑳／出石アカル・え／菅原洗人

116新連載小説鏡の中のサムライ⑥／中野順哉・え／平田郁

122プレゼントメイト１２３愛読者サロン

126神戸っ子倶楽部法人会ニュース
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ｌ３４神戸うまいもん＆ドリンキングNEWS

l35神戸百店会だより

写真／米田定蔵池田年夫松原卓也米田英男

1９

印
ｆ
答

表紙／石阪春生セカンドカバー／米田定蔵

目次／坪谷令子絵本｢いのち」より

６月号目次◆2004-516
10KOBECCO2004／吉江麻樹／創太郎

１２神戸スナップ

１４ある集い／元町シスターズ・｢花とみどりの回廊」まちづくり懇談会

１６ANGLEKOBE／SumaRikyUPark／菊池満

１８アニマルベイビー③王子動物園フラミンゴ

２０神戸文学散歩／竹中郁を歩く安水稔和福田知子

２４花とみどりの回廊／安藤忠雄

２８インタビュー／ホテルオークラ社長西本克彦

３０インタビュー／六甲砂防事務所所長吉川知弘

３２インタビュー／灘区長三好正英

３６関学の創設者Ｗ,Ｒ、ランバス生誕150年

４４木村多恵子の暮しのエスプリ

４６神戸のお嬢さん／全美幸さん藤原梓さん舞子さん

４９ポンソワールマダム③／グラスムーン玉置祐三子さん

５０神戸の温泉とスーパー銭湯シリーズ②／四季の彩旅篭

５２エツセレパンビーノ／ポンテペルレ2004

55私の意見／小田倶義

５６ポエム・ド･コウベ／竹中郁・え／小磯良平

５８創刊43周年記念復刻版名作シリーズ／淀川長治他
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■
神
戸
文
学
散
歩
〈
生
誕
百
年
を
記
念
し
て
〉

芦
蝿

呼

王子市民ギャラリー前で

早
く
も
夏
の
気
配
の
感
じ
ら
れ
る
五

月
連
休
の
一
日
、
私
た
ち
の
詩
人
さ
ん

竹
中
郁
を
歩
く
こ
と
に
な
っ
た
。
ベ
ニ

バ
ナ
ト
チ
ノ
キ
の
紅
の
花
叢
が
鮮
や
か

な
三
宮
の
町
か
ら
、
緑
、
緑
、
緑
の
国

道
を
東
へ
走
る
。
近
刊
『
竹
中
郁
詩
集

成
」
の
編
集
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
福

田
知
子
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
。
Ｊ
Ｒ
灘

駅
の
北
西
、
王
子
動
物
園
の
西
側
に
あ

る
関
西
学
院
の
旧
チ
ャ
ペ
ル
へ
・

こ
の
チ
ャ
ペ
ル
は
一
九
○
四
年
、
詩

人
さ
ん
誕
生
の
年
に
建
設
さ
れ
た
も
の
。

一
九
二
三
年
、
十
九
歳
の
詩
人
さ
ん
は

関
西
学
院
文
学
部
に
入
学
、
四
年
後
に

卒
業
し
た
。
縦
長
の
窓
、
そ
の
上
の
円

窓
、
尖
塔
。
移
築
し
て
煉
瓦
の
色
は
新

し
い
が
、
そ
の
た
た
ず
ま
い
は
落
ち
つ

い
た
古
い
時
代
の
す
が
す
が
し
い
モ
ダ

ニ
ズ
ム
を
想
起
さ
せ
る
。
こ
こ
を
会
場

に
し
て
一
昨
年
ま
で
毎
年
三
月
に
連
続

三
回
、
「
竹
中
郁
展
」
を
開
催
し
た
。

今
年
三
月
に
は
、
道
を
へ
だ
て
て
南
側

の
原
田
の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
元
兵
庫
県

立
近
代
美
術
館
）
東
館
で
「
竹
中
郁
生

誕
百
年
記
念
展
」
を
開
催
し
た
。
連
日

多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
た
。

三
宮
へ
引
き
返
し
て
、
北
野
町
界
隈

を
歩
く
。
デ
リ
カ
テ
ッ
セ
ン
に
入
る
。

フ
ロ
イ
ン
ド
リ
ー
ブ
を
の
ぞ
く
。
整
っ

た
店
内
の
お
し
ゃ
れ
な
豊
か
さ
。
こ
れ

ら
の
店
で
詩
人
さ
ん
は
パ
ン
や
チ
ー
ズ

や
腸
詰
を
買
い
求
め
た
。

有

安
水
稔
和
詩
人
）

カ
メ
ラ

米
田
英
男

福
田
知
子
詩
人
）

2０

神
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ド
イ
ツ
菓
子
の

フ
ロ
イ
ン
ド
リ
Ｉ
ブ

【
声
［
［
局
へ
『
、

2１

「
僕
は
ま
い
に
ち
仔
細
あ
り
げ
に
家

を
出
た
」
「
友
人
の
ア
ト
リ
エ
を
訪
ね

て
／
長
椅
子
に
臥
こ
ろ
ん
で
画
集
を
見

た
り
」
「
毒
擁
を
か
い
た
り
し
た
」
「
ダ

ッ
ク
の
腸
詰
五
十
匁
を
蕊
ら
さ
げ
て
／

全5ﾖ雲勤蛭誤慧毒埋9冬

匿
唇
匡
冨
冒
冨
電
（

、

…
鱈
震
冒

＃
＃
１
’
１
１
，
‐
；

一一==＝昌哩

陸や
震
三
雲

１

香
り
高
い
瑚
誹
を
味
わ
う

（
に
し
む
ら
瑚
俳
本
店
）

璽璽蕊Ｉ

親
友
の
画
家
小
磯
良
平
の
元
の
ア
ト

リ
エ
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
は
。
稲
垣
足
穂

の
詩
に
出
て
く
る
夕
暮
の
坂
道
は
ど
れ
。

ど
の
坂
の
上
に
も
山
の
緑
が
間
近
に
見

え
る
。
そ
れ
が
神
戸
の
町
。
今
日
の
北

野
坂
大
通
は
イ
ン
フ
ィ
オ
ラ
ー
タ
、
花

と
人
が
溢
れ
て
。

に
し
む
ら
瑚
誹
本
店
で
一
休
み
。
ぶ

あ
つ
い
重
い
カ
ッ
プ
に
た
っ
ぷ
り
入
っ

た
熱
い
馴
排
。
店
内
に
漂
う
培
煎
の
香

気
。
ひ
と
と
き
の
確
か
な
く
つ
ろ
ぎ
。

神
戸
港
へ
ま
わ
る
。
一
九
二
八
年
三

月
、
二
十
四
歳
の
詩
人
さ
ん
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
へ
こ
の
港
か
ら
旅
立
っ
た
。
二
年

後
の
二
月
に
こ
の
港
へ
帰
っ
て
き
た
。

詩
人
さ
ん
に
は
海
の
詩
、
港
の
詩
が
た

く
さ
ん
あ
る
。
三
島
由
紀
夫
が
東
京
銀

詩
人
さ
ん
は
チ
ー
ズ
大
好
き
だ
っ
た

（
ト
ア
ロ
ー
ド
デ
リ
カ
ッ
セ
ン
）

声オ

ー‘§ｉｆ 【：
星
の
き
ら
め
く
頃
に
家
に
着
く
」
（
「
詩

人
告
白
」
）
。
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刻
み
に
波
が
寄
せ

受鍾霊蓮霊気q一一二里ｉ世I壁

▲上はメリケン波止場／下は風月堂下村社長と

座
の
路
上
で
、
あ
な
た
の
詩
を
愛
読
し
仲
人
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
下
村
俊
子
詩
人
さ
ん
は
こ
こ
へ
よ
く
訪
ね
て
き

霞｜ラカ:緋鵡粥繰詩しでが夕遊のとぎ＝た安子に雑

瀦ﾙ糊｡瀞嬢
農繊臓碑斎柵っを、

鯛舞鮒烏皇腫練沓

壁鍵識識社
長
と
並
ん
で
写
真
。

西
へ
。
神
戸
駅
、
新
開
地
通
り
、

兵
庫
区
永
沢
町
の
石
阪
春
生
邸
へ
。

詩
人
さ
ん
の
生
家
で
あ
る
。
詩
人

さ
ん
は
生
ま
れ
て
一
年
後
に
石
阪

家
か
ら
竹
中
家
へ
義
子
に
い
っ
た
。

画
鼠
一

一
』
一

神
戸
風
月
堂
で
昼

五
日
の
子
供
の
日

と
。
詩
人
さ
ん
に

露

曹霞一
』
一

た
と
い
う
。
三
宮
か
ら
の
帰
り
に
歩
い

2２

鰭

岸３１きＩ岸ろ

兵庫の石阪春生画伯宅(詩人さんの生家）

詩
人
さ
ん
の
甥
の
石
阪
春
生
さ
ん
は
画

家
。
ア
ト
リ
エ
を
見
せ
て
も
ら
う
。
絵

具
、
絵
筆
、
デ
ッ
サ
ン
、
制
作
途
中
の

絵
、
描
き
上
げ
た
ば
か
り
の
絵
。
現
場

の
感
動
。
門
の
前
で
三
人
で
写
真
。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



霧､
革恥

2３

剛

崖Ｉ姫
〈

'､電圏Mｊ
鳳鳳 一

．
言
霧
ｇ

｜
《
字
１

「
手
づ
く
り
の
垣
根
に
白
ペ
ン
キ
の

矢
印
／
そ
れ
だ
け
だ
門
は
な
い
／
詩

人
と
い
ふ
も
の
は
そ
ん
な
も
ん
な
ん
だ
」

（
「
門
と
い
ふ
も
の
」
）

木
戸
と
い
う
感
じ
の
門
の
戸
を
押
し

あ
け
る
と
、
足
も
と
に
タ
チ
キ
キ
ョ
ウ
、

ユ
キ
ノ
シ
タ
、
ク
マ
ザ
サ
。
庭
に
茂
る

ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
木
は
今
年
は
い
つ
に
な

く
た
く
さ
ん
花
を
つ
け
た
と
か
。
今
は

て
こ
こ
ま
で
、
多
分
パ
ン
や
チ
ー
ズ
を

小
脇
に
か
か
え
て
。
そ
れ
か
ら
Ｊ
Ｒ
兵

庫
駅
の
前
ま
で
来
て
い
た
山
陽
電
車
に

乗
っ
て
帰
宅
し
た
。
月
見
山
駅
か
ら
歩

い
て
三
分
、
須
磨
区
離
宮
前
町
の
竹
中

邸
が
今
日
の
散
歩
の
終
点
。

蕊蕊』 ■

残
り
花
、
残
り
香
。
玄
関
入
っ
た
応
接

の
壁
に
は
詩
人
さ
ん
愛
用
の
帽
子
が
六

つ
か
け
ら
れ
て
い
て
。
そ
の
下
に
白
い

花
群
、
変
り
花
の
ユ
キ
ャ
ナ
ギ
。
詩
人

さ
ん
の
描
い
た
絵
に
囲
ま
れ
て
、
詩
人

さ
ん
の
長
男
左
右
平
さ
ん
の
夫
人
の
竹

雫ご己』

４ 唾

l竃壬

H１

生の詩人､光の詩人

機智の人､「きりん｣の人

まつすぐにことばがとどく

神戸の詩人さん生誕百年の声。

▲上は詩人さんの帽子と／竹中敏子さんとお住いで

一
瞬⑨

ｌ

『
’

０
８

中
敏
子
さ
ん
と
ひ
と
と
き
の
歓
談
。
今

日
同
行
し
て
く
れ
た
福
田
知
子
さ
ん
と

三
人
で
写
真
。

詩
人
さ
ん
を
歩
く
楽
し
い
一
日
が
終

わ
る
。

’
一
文
安
永
稔
獅
一

湿

「竹中郁詩人さんの声」

著者安水稔和

編集工房ノア2004年６月１日発行

本体2500円十税

安
水
稔
和

竹
中
‐
郁
詩
人
黄
〕
ム
淵
峯
癖

I’

、，

’

射島に幻F了
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歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
・
神
戸
に

行
政
・
民
間
す
べ
て
の
人
が

参
加
す
る
ま
ち
づ
く
り
を

神
戸
の
都
心
地
域
を
花
と
み
ど
り
が
美

し
い
街
に
し
よ
う
、
と
神
戸
市
が
呼
び

か
け
、
各
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ

る
皆
さ
ん
が
賛
同
し
、
集
う
「
花
と
み

ど
り
の
回
廊
」
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
。

今
回
は
、
建
築
家
・
安
藤
忠
雄
氏
を
招

き
、
基
調
講
演
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
の

お
話
を
ご
紹
介
す
る
。

私
は
大
阪
で
生
ま
れ
育
ち
、
大
阪
・

神
戸
な
ど
阪
神
間
を
仕
事
の
拠
点
に
し

て
い
る
人
間
と
し
ま
し
て
も
、
１
９
９

５
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
大
変
な

で
き
ご
と
で
あ
り
ま
し
た
。
私
は
当
日

は
ロ
ン
ド
ン
に
い
ま
し
て
、
帰
っ
て
き

て
か
ら
、
３
日
に
一
度
は
神
戸
・
阪
神

問
を
歩
き
ま
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で

一
番
思
っ
た
の
は
、
都
市
と
い
う
も
の

は
安
全
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
大
き
な
道
路
や
建
物
の

計
画
は
行
政
が
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
ら
、

我
々
は
そ
の
す
き
間
に
な
っ
て
い
く
部

分
に
参
加
で
き
な
い
か
な
と
思
い
、
い

ろ
い
ろ
な
委
員
会
に
参
加
す
る
中
で
、

心
の
風
景
を
残
す

第
７
回
「
花
と
み
ど
り
の
回
廊
」
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
特
別
講
演
よ
り

安
藤
忠
雄
氏
〈
建
築
家
東
京
大
学
名
誉
教
授
〉

人
々
の
心
の
中
に
し
っ
か
り
と
残
っ
て

い
る
風
景
を
再
構
築
で
き
な
い
か
と
考

え
、
や
っ
て
き
ま
し
た
。
ひ
と
つ
に
は
、

北
野
町
の
異
人
館
の
建
物
が
そ
う
で
す
。

異
人
館
の
建
物
も
だ
い
ぶ
壊
れ
ま
し
た

が
、
い
ち
ば
ん
美
し
い
風
景
を
つ
く
っ

て
い
た
門
や
塀
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
美
し
い
レ
ン
ガ
の

教
会
も
壊
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
壊
れ
た

教
会
を
見
て
い
る
信
者
さ
ん
た
ち
の
顔

を
見
て
、
あ
の
教
会
を
見
て
育
っ
た
人

た
ち
に
と
っ
て
、
そ
れ
が
な
く
な
っ
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
は
、
心
の
風
景
が

な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
な
の

だ
ろ
う
な
と
考
え
、
あ
あ
い
う
も
の
を

残
し
な
が
ら
新
し
い
建
物
が
で
き
た
ら

い
い
と
思
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
海

岸
通
り
の
銀
行
な
ど
に
も
、
あ
ち
こ
ち

で
、
で
き
る
だ
け
残
っ
て
い
る
も
の
を

大
切
に
し
な
が
ら
新
し
い
建
物
を
造
り

ま
せ
ん
か
と
話
を
し
た
の
で
す
が
、
今

は
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
場
合
で

は
な
い
と
言
わ
れ
、
ま
っ
た
く
そ
の
通

り
や
な
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
言
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
し
た
。
や
は
り
我
々
は
、

自
分
た
ち
の
心
の
風
景
が
な
く
な
っ
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
を
、
真
剣
に
考
え

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
、
私
は
そ
の
と

き
思
っ
た
の
で
す
。

旧
居
留
地
や
、
大
丸
周
辺
、
北
野
町

な
ど
も
、
う
ま
く
き
れ
い
に
建
て
直
さ

れ
た
と
思
い
ま
す
。
今
、
旧
居
留
地
な

ど
を
歩
き
ま
す
と
、
あ
あ
き
れ
い
だ
な

と
思
う
ん
で
す
。
こ
れ
は
神
戸
市
民
は

あ
ま
り
感
じ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

あ
の
美
し
い
風
景
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

も
そ
う
な
い
ん
で
す
ね
。
世
界
で
も
有

数
の
美
し
い
風
景
で
す
か
ら
、
も
っ
と

自
信
を
も
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

自
分
た
ち
の
ま
ち
に

誇
り
を
も
っ
て
ほ
し
い

神
戸
は
日
本
の
中
で
、
輪
入
国
と
し

て
発
展
し
て
き
ま
し
た
か
ら
、
パ
ン
や

ケ
ー
キ
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
は
日
本

一
で
、
日
本
の
ど
こ
へ
行
っ
て
も
だ
い

た
い
神
戸
の
ブ
ラ
ン
ド
が
多
い
の
で
す
。

明
治
は
じ
め
に
生
活
文
化
を
輸
入
し
て

き
た
街
と
し
て
は
、
や
は
り
新
し
い
生
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2５

〈
５
／
ね
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
に
て
〉

活
文
化
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
都
市
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
に
自
信
を
も
た
な
く

て
は
い
け
な
い
。
日
本
は
今
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
社
会
が
い
か
に
豊
か
に
な
る

か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
先

週
、
私
は
ロ
ー
マ
と
ヴ
ェ
ニ
ス
と
デ
ュ

ッ
セ
ル
ド
ル
フ
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
思
っ
た
の
は
、
ロ
ー
マ
の
人
は

ロ
ー
マ
に
誇
り
を
も
っ
て
い
る
の
で
す
。

ヴ
ェ
ニ
ス
は
ヴ
ェ
ニ
ス
で
、
自
分
の
街

に
誇
り
を
も
っ
て
い
る
。
自
分
た
ち
の

街
に
誇
り
を
も
た
な
い
市
民
が
、
来
ら

れ
た
人
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
か
と
い
っ

た
ら
、
そ
う
で
は
な
い
ん
で
す
ね
。
も

っ
と
誇
り
を
も
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

実
は
、
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
、
街

と
い
う
の
は
と
て
も
大
事
で
は
な
い
か

滝

巳

アーーー

“
戸

活
動
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中

で
、
仁
徳
天
皇
御
陵
の
近
く
に
あ
る
「
近

っ
飛
鳥
博
物
館
」
は
、
私
が
設
計
し
ま

し
た
。
そ
の
周
辺
で
は
１
９
８
４
年
か

ら
毎
年
１
０
０
本
ず
つ
梅
を
植
え
よ
う

と
い
う
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
近
く
の

狭
山
池
の
周
り
に
は
、
桜
の
木
を
植
え

て
い
ま
す
。
１
本
１
万
円
の
桜
に
（
出

資
者
の
）
名
前
を
入
れ
て
「
千
本
桜
」

と
い
っ
て
募
集
し
ま
し
た
が
わ
り
と
す

ぐ
に
集
ま
り
ま
し
た
。
や
は
り
、
こ
れ

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
の
は
、
人

が
や
っ
て
く
れ
る
と
い
う
の
で
は
な
く

て
、
自
分
も
参
加
し
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
ね
。
費
用
で
参
加
す
る
、
水
や
り
に

参
加
す
る
、
育
て
る
こ
と
に
参
加
す
る

な
ど
。
こ
れ
か
ら
の
神
戸
の
ま
ち
づ
く

り
は
、
行
政
の
人
も
民
間
も
参
加
す
る

ま
ち
づ
く
り
に
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

今
年
、
秋
に
兵
庫
県
立
美
術
館
で
ル

イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
の
歴
史
を
展
示
す
る
展

覧
会
が
行
な
わ
れ
る
の
で
す
が
、
こ
れ

を
機
会
に
、
神
戸
を
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
週

間
に
し
て
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
。
店

に
ポ
ス
タ
ー
を
貼
る
な
ど
し
て
、
神
戸

に
来
た
人
が
こ
ん
な
展
覧
会
が
あ
る
と

い
っ
て
美
術
館
に
出
か
け
た
り
、
全
国

か
ら
展
覧
会
を
見
に
来
ら
れ
た
人
が
神

戸
の
ま
ち
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
出
か
け

る
な
ど
、
神
戸
回
遊
し
て
も
ら
う
こ
と

が
期
待
で
き
る
で
し
ょ
う
。

と
思
う
の
で
す
。
こ
れ
は
、
楽
し
く
生

き
て
い
く
た
め
に
は
、
歩
い
て
い
け
る

ま
ち
を
創
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
し
、
出
て
行
っ
て
楽
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
し
な
け
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
す
。

神
戸
は
坂
道
で
、
山
か
ら
海
ま
で
近
い

し
、
歩
い
て
楽
し
い
街
の
見
本
に
な
る

わ
け
で
す
よ
。
旧
居
留
地
や
、
北
野
町

な
ど
は
、
店
先
に
花
が
あ
ふ
れ
て
い
て
、

と
て
も
美
し
い
で
す
ね
。
こ
れ
は
歩
い

て
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
ひ
と
つ
で
す
。

ま
た
、
元
町
、
ハ
ー
パ
ー
ラ
ン
ド
、
三

宮
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
づ
く
り
会
で

ル
ー
ル
を
決
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た

ま
ち
を
創
る
こ
と
で
、
そ
の
町
独
自
の

ち
が
っ
た
魅
力
が
味
わ
え
る
こ
と
も
お

も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
各
地
の

ダ
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☆
三
宮
中
央
通
界
隈

☆三宮あじさい通り ☆北野町界隈

北野町の花壇
北野･山本地区をまもり､そだてる会。

2６

里と

|日居留地朝日ビｿﾚ付近のプランター
旧居留地連絡協議会･野震太一郎会長

会

☆トアロード界隈

９
７

み
ん
な
で
育
も
う
花
と
み
ど
り
の
ま
ち

「
花
と
み
ど
り
の
側
廊
」
ま
潟
う
く
り
懇
談
会
よ
り

☆
旧
居
留
地
界
隈

.|ｊ
一

☆三宮センター街

動ｔ
面

Ｉ

や主--一一一－－』‘
センター街の彫刻でできたごみ箱
三宮センター街2丁目商店街振興組合・

久利計一理

黙Ｉ謹漣蕊篭譲縛電
あじさい通りの花壇の整備
三宮あじさい通り商店街

振興会･瀬川敬之輔会長
三宮あじさい桶ﾄj商声衛糖興今･内用誉六Ａ

－戸

一一

種
窪寺 電芦
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自転車通行禁止の札がついたプランター

みなと元町ﾀｳﾝ協識会、
元町商店街連合会･奈良山香一会長

☆三宮阪急前界隈

2７

☆ハーバーランド界隈

害匡i;i識:I『
☆元町商店街

皇

1塁Ⅱ

L二尋１

夜の方が人の多い三宮阪急前でも

地道な取組みが行われている
三宮阪急前商店街振興組合･久野茂樹理事長

磯
！
ｉ
閏

綴鍾

中学生100円

i０円(1000円）
０円（500円）

1W1戸市立布卯､－ブ間TEL,078271-1131ｈｌ叩:"Wwkobe､pzukO叩ﾊlerb／

ステキな予感､すぐそこに。
ﾌｧｯｼｮﾝからグﾙﾒ､雑貨まで130店の個性が光る神戸･三宮さんちか。

antica
別泊Ｎ@向Ｈ○me4Kg心６鉢戸＝西宮ハェ”

さんちか名店会神戸市妙反=寅町･･１０．１BO78(391)3965ｈＨ…ww…'1函…
②鐸時間内Ｗ10;00~PMB;00倣鎚はPM9:００オダ.ｽﾄｯブ)④定休日/６月16日(水）
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